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電気エネルギーを利用し大気CO2を固定する

バイオプロセスの研究開発

研究開発期間：2020年度～2022年度
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気相反応バイオリアクターの構築
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気相反応バイオリアクターの構築（名大/阪大）

■本PJでの目標：
気相反応リアクター、バイオーガス拡散電極に
より、RalstoniaのCO2固定速度を向上可能で
あることを実証する

■研究開発内容：
＊気相・液相・固相の3相の同時接触を可能にする
新規微生物リアクターを設計・構築する
＊電極上の微生物（生物触媒）にガス状のCO2、
水素イオン、および電子を同時に供給することの
できるガス拡散電極を開発する
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気相反応バイオリアクターの構築（名大/阪大）

野生株

変異株

CO2 IPA

①細胞開発 ②電極開発 ③リアクタ開発

①細胞開発
・ Ralstonia/Ata発現株の作成
・ 独立栄養培養条件の確立

②電極開発
・ バイオガス拡散電極の評価系構築
・ バイオガス拡散電極の改良・技術確立

③リアクタ開発
・ 気相バイオリアクタの開発

プロトタイプの作成 （※メタン資化菌の利用）

完了
Ata株の作成 Ata株の改良

電極の改良

電気利用変異株

B-GDE評価
リアクタの作成

2023.3

リアクタの改良

完了

■本PJでの目標：
RalstoniaのCO2固定速度を向上させる気相反応リアクターの構築

昨年度 今年度

栄養制限培地培養 H2/CO2培養

完了

2022.32021.3

IPA定量・技術確立

評価系の構築

完了
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気相反応バイオリアクターの構築（名大/阪大）

成果1： Ralstonia・Ata発現株の改良 成果2：独立栄養培養条件の確立（H2/CO2からのIPA生産）

3 days, Starting OD: 3, MB medium
N+/- : (with NaNO3/ without NH4Cl) 
① H2:80%, CO2:20%
② H2:80%, CO2:10%, O2:10%

IPAの生産条件
・ 好気条件

・ 窒素欠乏条件

IPA

GC-MS

R. eutropha IP015

固定化能力

懸濁液のOD

高い

R. eutropha IP015

with long AtaA fibers

R. eutropha IP015

with short AtaA fibers

高い

低い

低い

予定：AtaA被毛Ralstoniaを用いたCO2/IPA変換

■2021年度成果／2022年度予定

①細胞開発
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気相反応バイオリアクターの構築（名大/阪大）

成果：
・ IPA定量評価系の構築
・ B-GDEの特性評価系の構築

バイオガス拡散電極 (B-GDE)

B-GDE評価リアクタ B-GDEにおけるCO2/IPA変換評価システム

R. eutropha IP015 pBBad-IFD059 

on carbon paper
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成果：
・ガス拡散電極への固定化
・カーボンペーパーを用いた気相バイオリアクターの設計

予定：B-GDE上でのCO2/IPA変換の検証 予定： AtaA被毛Ralstoniaを用いた気相バイオ反応

GC-MSでIPA定量・技術確立

■2021年度成果／2022年度予定

②電極開発 ③リアクタ開発
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